
大学院講義「建築史」
日本近代建築総覧と中国近代建築総覧

東アジアの近代建築史研究
西澤泰彦最終年度イベント

お世話になったみなさまとの語らいの場その８

20101023日本建築学会歴史意匠委員会主催
『日本近代建築史研究の軌跡』（東京大学）
AIJ symposium, “outline of studies on history 
of modern architecture in Japan” in 2010. 

日本建築学会編
『新版日本近代建築総覧』
技法堂、1983年

近代和風建築研究会編
『近代和風建築調査報告
その1』1983年

汪坦・藤森照信主編
『中国近代建築総覧

哈爾浜編』
中国建築工業出版社
1992年

近代建築小委員会編
「『日本近代建築総覧

(新版)』補遺」
『建築雑誌』1998年

愛知県教育委員会編
『愛知県の近代化遺産』
2003年

＊は日本建築学会近代建築史小委員会提供
それ以外の写真はすべて西澤泰彦撮影

＊ ＊



西澤泰彦 NISHIZAWA, Yasuhiko

５）都市の近代化
『図説大連都市物語』河出書房新社（1999）
『図説「満洲」都市物語（増補改訂版）』（河出書房新社・2006)

所属：名古屋大学環境学研究科 都市環境学専攻／工学部 環境土木・建築学科
http://profs.provost.Nagoya-u.ac.jp/view/html/100000038_ja.html

研究テーマ：
日本および東アジア地域における建築・都市の近代化に関する研究

１）日本人建築家の活動
『海を渡った日本人建築家』（彰国社・1996）
『日本植民地建築論』（名古屋大学出版会・2008）
『東アジアの日本人建築家』（柏書房・2011）
『植民地建築紀行』（吉川弘文館・2011）
『日本近代建築家列伝』（鹿島出版会・共著・2017)

２）地方都市における建築の再評価
『愛知県史・別編・文化財編』（共編著・2006）
『名古屋市中区誌』（共編著・2010）

３）建築の近代化に関する研究－技術の視点から
『日本歴史災害事典』（共編著・吉川弘文館・2012）
『重要文化財開智学校校舎調査報告書』（2018）
『日本都市史・建築史事典』（共編著・丸善・2018）

４）都市基盤施設（鉄道・上下水道・港湾施設）の研究
「明治時代に建設された日本のドライドックに関する研究」

『土木史研究』19号（1999）
『図説満鉄―「満洲」の巨人』（河出書房新社・2015)

６）異分野融合研究
『岩波講座「帝国」日本の学知
 ８ 空間形成と世界認識』岩波
 書店・共編著・2006）
『二〇世紀満洲事典』（吉川弘
 文館・共編著・2012）
『社会経済の歴史』（名古屋大
 学出版会・共編著・2017）
COI-Next〈未利用資源・エネル

ギーの把握・価値化・可視化 〉
（2022-継続）

『満洲 在地社会と植民者』（京
都大学学術出版会・共編・2025）
『近代日本の生業と生活』(日本
経済評論社・共編・2026予定）

社会への還元
１）文化財指定・登録など
例１：豊橋ハリストス教会聖堂
（2009国重文＋2023耐震工事）
例２：名古屋大学豊田講堂
 （2011登録）
例３：明治日本の産業革命遺産
（2015世界遺産登録）
例４：旧開智学校校舎
（2019国宝）

２）歴史的建造物再生
例１：重要文化財片倉館

（諏訪市・2022再生）
例２：重要文化財日向別邸

（熱海市・2021再生）
例３：重要文化財旧額田郡公会

堂（岡崎市・予定）

３）歴史まちづくりの推進
例１：名古屋市歴史まちづくり

 アドバイザー(2021年度終了)
例２：瑞穂うるおいまちづくり会
 の活動（2003-継続）

建築の歴史を考えて45年→建物をほめて40年

受賞＋α
1994年度日本建築学会東海賞
第3回建築史学会賞（1999）
2009年日本建築学会賞（論文）
重要科学技術史資料認定（2024）

国際交流・国際共同研究
中国・天津大学
台湾・成功大学
韓国・成均館大学

web研究会「都市・建築から
考える1900年前後の東アジ
ア」（2021-2024）



西澤泰彦最終年度イベントーお世話になったみなさまとの語らいの場
回 分野 テーマ 概要 開催日時 開催場所 主催/呼びかけ人

１ 地震被害
減災カフェ「明治時代
に起きた大規模地震
の建築被害の再考」

濃尾地震など明治時代に起きた大規
模地震に建築被害を、その後に与え
た影響、という観点から見直す。

2025/7/15
18:00-19:30

名古屋大学
減災館

名古屋大学減災連携
研究センター

２ 中国東北
「満洲」研究の試行錯
誤を語る会

長年にわたって「満洲」・中国東北地
方研究にたずさわってきた研究者が、
研究を進める中で体験した試行錯誤
を語りながら、この地域を含めた東北
アジア研究の意味、意義、展望を語り
合う。

2025/8/25
14:00-17:00

名古屋大学
ES総合館5
階会議室1

上田貴子＋西澤泰彦

３
近代化遺
産

ドライドックの成立と展
開が示す日本の近代
化の夜明け
藤原惠洋・西澤泰彦
が語る日本のドライ
ドック

「明治日本の産業革命遺産（製鉄・製
鋼、造船、石炭産業）」の世界遺産登
録のために設けられた「九州・山口の
近代化産業遺産群」世界遺産登録推
進協議会比較調査(造船）委員を務め
た二人の専門家が日本のドライドック
について語り合う会。

2025/10/11
14:00-17:00

名古屋大学
ES総合館4
階講評室

西澤泰彦＋科研「喪
失技術としての炭滓・
鉱滓煉瓦の復元」研
究班（代表：Sanjay 
Pareek日大教授）

４
日本近代
建築史

シンポジウム「公共施
設のRC造化が示すこ
と」

研研究班による公共施設のRC造化
が持つ意味などについての成果報告
と意見交換会、尹仁石、黄俊銘によ
るコメント。

2025/11/29
13:30-17:30

名古屋大学
環境総合館
1階レク
チャーホー
ル

科研「近代日本の公
共施設RC造化」研究
班（代表：西澤泰彦）
トヨタ財団国際助成プ
ログラム_荒木プロ
ジェクト

５ 地域連携
瑞穂を歩いて考えたこ
と＋得たもの

瑞穂うるおいまちづくり会（2003-現
在）の活動を紹介しながら、資金が無
くてもできる地域連携、外部資金とは
無関係な地域連携のありかた、地域
住民・市民と教員の協働の在り方を
懇談予定。

2025/12/10
16:30-18:00

名古屋大学
環境総合館
3階講義室1

名古屋大学環境学研
究科持続的共発展教
育研究センター＋瑞
穂うるおいまちづくり
会



西澤泰彦最終年度イベントーお世話になったみなさまとの語らいの場
回 分野 テーマ 概要 開催日時 開催場所 主催/呼びかけ人

６
環境人材
育成

岐阜大学講義「持続可
能な地域と環境リテラ
シー」

岐阜大学講義「持続可能な地域と
環境リテラシー」の最終回担当。
「地球への恩返し 〜地域ポテン
シャルと建築物の長寿命化の脱炭
素への貢献〜」。終了後、意見交
換。

2026/1/10
10:30-12:00
13:00-15:00

岐阜大学地
域協学セン
ター

岐阜大学
地域協学センター

７
歴史まち
づくり

懇談会―「歴まちびと」
への期待

名古屋での歴史まちづくりを支え
ている「歴まちびと」の方々と養成
講座創設にたずさわった方々との
懇談会。開催前に見学会を検討中。

2026/1/24
14:00-16:30

名古屋市市
政資料館集
会室

NPO法人なごや歴ま
ちの会

８
東アジア
近代建築
史

建築学教室主催
「日本近代建築総覧と
中国近代建築総覧－東
アジアの近代建築史研
究」

『日本近代建築総覧』（1980年、
1983年新版）と『中国近代建築総
覧（14編）』（1992-95年）の比較を
通して、東アジアの近代建築史研
究の進展を考える。

2026/2/3
17:30-19:00

名古屋大学
ES総合館
ESホール

名古屋大学
建築学教室

９

カーボン
ニュートラ
ル＋脱炭
素社会創
造

カーボンニュートラル／
脱炭素社会創造への思
い

脱炭素社会創造センターの設立に
かかわった方々による、カーボン
ニュートラル実現／脱炭素社会創
造への思いとこれからの行動を語
る意見交換会。

2026/2/13
16:30-18:30

名古屋大学
ES総合館
1階会議室

名古屋大学
未来社会創造機構
脱炭素社会創造セン
ター

１０
文化財保
護

豊橋市文化財保存活用
地域計画シンポジウム
／PD「地域の宝・歴史
文化資産の活かし方」

豊橋市文化財保存活用地域計画
の文化庁認定を受けて、計画の内
容と意義を広く市民に PR す

2026/2/21
13:00-16:00

豊橋市公会
堂

豊橋市文化財セン
ター

１１ 本

トークショー
「本を読む・探す・使う・
書く・創る・売る」を考え
る

2024年重要科学技術史資料の選
定と関連図書の展示を通じて、改
めて図書（本）を考え直す企画。

2026/3/3
17:30-18:30

名古屋大学
ES総合館
1階
工学図書室

名古屋大学工学図書
室＋一般財団法人名
古屋大学出版会



授業の内容や構成
1) 10/07 グラバー邸と北京日本公使館 − ベランダ・コロニアルの持つ意味
2) 10/14 三重県庁舎と同義慶商店 − 文明開化と擬洋風建築
3) 10/21 東京駅と瀋陽総站 − 東アジアの建築家教育
4) 10/28「法隆寺建築論」と『中国建築史』 − 東アジアの建築史研究
5) 11/04 ハルビン駅と大連消防署 − 東アジアのアール・ヌーヴォー
6) 11/11 台湾総督府と朝鮮総督府 − 植民地建築と近代建築
7) 11/18 濃尾地震と明治東京地震 − 建築物の耐震性能の向上
8) 11/25 市街地建築物法と大連市建築規則 − 都市の不燃と美観
9) 12/02 台北電話交換室と亀城小学校 − 鉄筋コンクリート造の導入
10) 12/09 名古屋市公会堂と台北市公会堂 − 四大公会堂が果たした役割
11) 12/16 豊橋ハリストス正教会聖堂と聖ソフィスカヤ寺院 − ロシア正教会の受容
12) 12/23 レイモンド邸と土浦邸 − 東アジアの初期モダニズム
13) 01/13 愛知県庁舎と満洲国国務院庁舎 － 帝冠様式と「満洲国式」
14) 01/20 中村與資平と横井謙介 － 「1905年5人組」が示したもの
15) 01/27 日本支配地の上下水道
16) 02/03 17:30-19:00 【最後の講義】

日本近代建築総覧と中国近代建築総覧 － 東アジアの近代建築史研究



(1) 日本近代建築総覧

1960

1970

1980

1990

2000

2010

「現存する明治洋風建築リスト」配布【1960】

「現存する明治洋風建築リスト」（改訂版）【1962】

「保存したい明治建築」（「現存する明治洋風建築リスト」再改訂）【1969】

『日本近代建築総覧』【1980】

『新版日本近代建築総覧』【1983】

『新版日本近代建築総覧/追補リスト』【1998】

「日本近代建築史研究の軌跡－
 『日本近代建築総覧』刊行三十周年」（シンポジウム）【2010】

『中国近代建築総覧-天津編』【1989】
『中国近代建築総覧-ハルビン編』他5編【1992】

『中国近代建築総覧-北京編』他6編【1994】

「中国近代建築史研究会」【1986】→2年ごと

「東北アジア建築文化遺産国際シンポジウム」【2011】

『東アジアの近代建築』【1985】

「東アジア近代建築史研究の軌跡と展望－
 『東アジアの近代建築』刊行三十周年」（シンポジウム）【2015】

近代建築の保存を訴える
ためには、研究者が建築
物の学術評価を行うべき。
そのためには、現状把握の
一環として調査が必要。

「歴史建築遺産保護与可持続発展国際会議」【2010】

「中国近代建築技術史研究会」【2013】

「天津近代建築調査研修会」【1988】



(1)日本近代建築総覧

①『日本近代建築総覧』刊行前史：
ⅰ）「明治建築」調査

→「現存する明治洋風建築リスト」(1960)→同改訂版（1962）
→「保存したい明治建築」（同上再改訂版 1969）

ⅱ）大正昭和戦前建築調査小委員会による調査(1974年開始)
→1次・2次リスト
→『日本近代建築総覧』（1980）

②『日本近代建築総覧』刊行目的
「明治・大正・昭和戦前期を通しての、日本近代建築の歴史の証人、

文化活動の遺産のすべてを網羅した台帳」
（村松貞次郎「はじめに」）

ⅰ）近代建築研究を進めるための「台帳」
ⅱ）文化遺産の「台帳」→「とくに重要なもの」「注目すべきもの」〇印

取り壊しに対応；副題「各地に遺る明治大正昭和の建物」

近代建築の全体像把握：
「どこに何があるのか」



(1)日本近代建築総覧

③調査方法とリスト作成
ⅰ）収集する情報：

現在名称（旧名称）/所在地
建築年：竣工年を基本→起工年・設計年も重要→編年化
構造＋規模≒躯体構造＋階数
設計者＋施工者
備考：その他の情報・根拠＋〇印（「お勧め品」）

ⅱ）調査方法：
a）文献調査との併用（大都市）：市街地では先に文献調査

→文献に基く現地調査→「文献がすべてではない」
→市街地に対する悉皆調査

b）現地調査優先（地方都市）：文献調査が難しい＋調査員が少ない
→悉皆調査不可能→目立つ物件中心

問題発生（1）：調査密度に粗密発生



(1)日本近代建築総覧

ⅲ）調査対象：「近代建築とは何か」という議論
a) 建築年代に依拠：明治・大正・昭和戦前期に建てられた建物
⇒問題：時代で区切る是非
b) 建築様式に依拠：「和風の建物」を除外
   ←「明治洋風建築リスト」の延長⇒「近代和風建築調査」を誘発
c)「構築物」（橋梁・ダムなど）を含む⇒「近代化遺産調査」の遠因
ⅳ）リストの構成⇒問題：「リスト」だけでいいのか⇒概説＋写真を追加
a) リスト：都道府県番号＋都道府県内建物番号＝建物固有番号
b) 概説：地区ごとの概観
c) 写真：「とくに注目されるものの写真」
⇒問題：何を載せるか→「玉石混交」？⇒地区ごとに判断
不確定情報の扱い→空欄（不詳）⇒リスト掲載に意義

問題発生（２）：
「時代で区切る」是非

問題発生（４）：何を載せるか→「玉石混交」？⇒地区ごとに判断
問題発生（５）：不確定情報の扱い→空欄（不詳）⇒リスト掲載に意義

問題発生（３）：
リストだけでいいのか



北海道地区概説の冒頭部分（『日本近代建築総覧』1980年、1頁）



リストの例；日本建築学会編『日本近代建築総覧（新版）』1983年

函館ハリストス聖堂

函館市公会堂

10/64



(1)日本近代建築総覧

④『日本近代建築総覧』刊行後の批判：
ⅰ)悉皆調査の有効性：密度の異なる「悉皆調査」⇒サンプル調査

建築評論家佐々木宏（20101013シンポジウムでの会場からの発言）：
私の出身小学校が載っていない。「総覧」していないではないか。
⇒『総覧』によって一点名物主義から脱却できた（西澤）

ⅱ)記載事項の不正確：人の記憶に依拠した情報の多さ
←文献調査が不十分＋文献に載らない情報の確認手法未確立

ⅲ)現存建物に依拠した「歴史」の構築：現存建築物の「総覧」
→「『総覧』に基づいた位置づけが可能」（2009年日本建築学会大会建築歴史・意

匠分野研究協議会「歴史的建築リストの可能性ー学会・行政・市民との連携
に向けて」某パネリストの発言）

→誤解を生む発言
「総覧」に基づいた建築史の構築は学術的に誤り

⑤『日本近代建築総覧』刊行後の評価：
ⅰ)保存・再生への貢献：指定文化財の増加
ⅱ)研究の広がり：研究対象の広がり＋研究手法の変化



(1)日本近代建築総覧
⑥『新版日本近代建築総覧』（1983）＋「追補」（1998）の刊行：

批判を受け止め情報の更新＋保存・再生への貢献を示す

坂本勝比古「新版の刊行に当って」
（『新版日本近代建築総覧』1983年）

ⅰ)情報の更新：
記載内容の誤り
取り壊し情報
新物件

ⅱ)保存・再生への貢献
近代化の生き証人
歴史的環境・景観



(2) 日本近代建築総覧の影響
①新たな調査の展開

『近代和風建築調査報告書(1)(2)』（1982・1985）
『中国近代建築総覧』（1988-93）：研究対象の広がり＋手法の輸出

近代和風建築研究会編
『近代和風建築調査報告』その１
（1983年3月）
表紙（左）
中表紙（右）：科研報告書



近代和風建築研究会編
『近代和風建築調査報告その2』
（1985年3月）

中国近代建築研究会・
日本アジア近代建築研究会編
『中国近代建築総覧・哈爾濱編』
（1992年）

悉皆調査
⇒掲載物件選択
⇒文字情報＋写真



(2)日本近代建築総覧の影響

「近代和風建築調査」「近代化遺産調査」の全国的実施：
ⅰ)「近代和風建築調査」：『総覧』除外を対象⇒「近代和風」の概念？
ⅱ)調査手法の継承と発展：三段階調査＋写真。図面情報の重視

問題発生（6）
失われた議論⇒「近代建築」の概念に関する議論が継続せず

⇒「近代和風建築」でも同じ経過

左
愛知県教育委員会編
『愛知県の近代化遺産』
2003年

右
愛知県教育委員会編
『愛知県の近代和風建築』
2005年



(2)日本近代建築総覧の影響

②波及効果
ⅰ）保存活動の拠り所

a) 〇印の効力：「ラブレター」作戦
b) 掲載による社会的認知

ⅱ）登録文化財制度への波及：掲載物件は登録候補

静岡市役所本館
1934年竣工、1996年登録

亀城小学校
1927年竣工、1999年登録

豊橋市公会堂
1931年竣工、1999年登録



(2)日本近代建築総覧の影響

ⅲ）研究対象・姿勢の変化：
一点名物主義からの脱却→悉皆調査による相対化と総体化

a) 相対化：悉皆調査により事例増加→多数の事例の比較が可能
b) 総体化；全体像を語る可能性

木曽川町役場倉庫：躯体RC造、木造小屋、外観土蔵
(現木曽川資料館収蔵庫、1924頃、2006国登録)

旧大野銀行本店：RC外壁、木造小屋
(1925年、2009年国登録有形文化財)

RC造躯体＋木造屋根
⇒愛知県で多数あり

1920年代後半から
1930年代半ばに集中

⇒過渡期のRC造

悉皆調査手法の成果事例（その1）



刈宿・閻魔大王とそれを守る鬼(西尾市)常福寺大仏(おおぼとけ、西尾市、1928年)

RC造大仏：技術発展の象徴
悉皆調査手法の成果事例（その2）



(2)日本近代建築総覧の影響
ⅳ）文献調査の重要性を再認識：

現存建物だけでは不明な部分の存在を再認識
→文献調査＋遺構調査＋聞き取り調査の組み合わせ
→正確なリスト作成

ⅴ）『総覧』＋「近代化遺産調査」⇒地方都市での成果還元

蒲郡市博物館
『蒲郡の建築』
2009年

西尾市教育委員会
『西尾市の近代建築』
2006年



旧大野銀行本店(1925年、2009年国登録有形文化財)
金融機関統廃合により取り壊しの危機、篤志家が買い取りカフェ転用

→登録有形文化財(2009)
ⅰ)客観的評価：混構造(RC壁＋木造床・小屋)⇒不燃化の手法
ⅱ)主観的評価：地域の顔

1998年撮影
天井の漆喰が落下
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飯田線・三河大野駅前の看板

登録文化財記念式典
（2009.01.29）



東海道吉田宿から分岐し、
奥三河へつながる別所街道の大野宿



例２：甘強みりん社屋(蟹江町、1938年竣工、2005年登録)
客観的評価：
1)RC造＋コアを持つ平面

⇒ミニ・オフィスビル
蟹江町最初のRC造

2)「復興式」外観
⇒簡略化したルネサンス様式

3)川べりに立地
⇒蟹江町の中心地を示す

主観的評価：
1)蟹江町のシンボル
2)川面に映える光景

展望機能を備えた屋上とそこからの眺め



「建物を褒めていただいたので使い
続けます」（社長談、2014年）
（2012年本社屋として復活）

2008年撮影→2014年撮影 60/72



例3 校舎をめぐる新たな動き

校舎への愛着・記憶を大切にする動き
ⅲ）旧長井小学校第一校舎：1933年竣工の校舎を2019年に地域施

設に転用。2009年国登録有形文化財。
⇒1階にフリースペース、21時30分まで開放。
⇒2階にレンタルオフィス
⇒建物背面に現在の長井小学校校舎あり→小学校も旧校舎利

用
左：正面玄関 中：1階廊下 右：フリースペース

これも「総覧効果」



(3)中国近代建築総覧

①『中国近代建築総覧』編集の経緯
ⅰ）シンポジウム「東アジアの近代建築」(1985年、東京)

a）韓国・台湾・中国から研究者招聘＋研究発表→日中交流開始
b）『東アジアの近代建築』(論文集＋図録＋年表)刊行→比較研究

村松伸・西澤泰彦編『東アジアの近代建築』1985年



(3)中国近代建築総覧

①『中国近代建築総覧』編集の経緯
1985年11月シンポジウム

「東アジアの近代建築」（東京）
1986年10月中国近代建築史研究討論会（北京）
1988年2月中国近代建築共同調査協定書締結

（汪坦・藤森照信、東京）
1）中国16都市の調査（3ヶ年）⇒実際は14都市

モデルケースとして天津
2）各都市ごとに『中国近代建築総覧』作成
3）天津で調査研修を兼ねたワークショップ開催

同時に天津近代建築共同調査協定書締結
（周租奭・藤森照信、東京）

1）調査区域：旧城内と旧租界を中心
2）日中相互に文献調査実施、資料提供。
3）調査表作成：300件。建物情報と文献を記載、

写真を添付。
4）典型例を3棟実測調査
5）概説論文：日中双方で概説論文執筆中国近代建築史研究会・日本アジア近代建築史研究会

『中国近代建築総覧天津編』1989年



《天津近代建筑调查讲学班
  文件集》【1988】

《中国近代建筑调查手册》（部分）【1988】

２）1988年5月天津ワークショップ開催
中国各地から大学院生、助手、講師（若手教員）を招へい
⇒講義＋市街地調査＋実測調査を体験（4泊5日）



1988-89ハルビン近代建築調査

1988-89武漢近代建築調査

1990-91北京近代建築調査

1988-89広州近代建築調査

1988-89南京近代建築調査

1988-89ハルビン近代建築調査

1988-89ハルビン近代建築調査

1987天津WS参加者のうち
８名はその後、各地での
中国近代建築総覧編集の
ための調査に参加。

1990-91大連近代建築調査

方擁:華僑大学
／北京大学教授

王時原:
大連理工大学教授

荊子洋:
天津大学教授

楊維菊:
東南大学教授

謝少明:
華僑大学教授

呉耀東:
清華大学教授

王蔚:天津大学教授

８名は大学教員として教育に携わる

劉松茯:
ハルビン工業大学教授



(3)中国近代建築総覧
②1988年10月中国近代建築調査（第二期）の
協定書締結
ハルビン・青島・武漢・南京・アモイ・広州
（各都市の大学教員と藤森照信が署名、北京）
1988年10月各都市にて調査開始
1989年4-5月現地にて調査進行状況確認
1989年9月調査終了予定⇒天安門事件で変更

調査協定書骨子
1）調査区域：概ね各都市の旧市街地
2）日中相互に文献調査実施、資料提供。
3）調査表作成：建物情報と文献を記載、 写真
を添付。枚数は都市の規模に応じて3段階

ハルビン・南京・武漢・広州：180件
青島・アモイ：150件 煙台：120件

4）典型例を3棟実測調査
5）概説論文：日中双方で概説論文執筆

『中国近代建築総覧哈爾濱編』(1993年)



(3)中国近代建築総覧
③ハルビン調査の経過〔その1〕

ⅰ）調査主体と調査費：日中共同≒相互互恵≒平等⇒双方の利益
当時多かった「視察」の排除

中国国家自然科学基金委員会の助成

トヨタ財団の助成

中国での近代建築研究の認知
相互主義による共同研究

侯幼彬：ハルビン建築工程学院教授〔現地代表→実務者：劉松茯(助手・現教授)〕
張復合：清華大学講師→教授→1990年代～2015年中国近代建築史研究を主導（2017退職）

村松伸：東京大学助手→教授→mAAN (modern Architecture  Asian Network)結成（2020退職）

西澤泰彦：東京大学大学院学生(清華大学留学・北京滞在)
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(3)中国近代建築総覧
ⅱ）体系的総合的調査研究手法の提示

a)文献調査：日中間で情報共有⇒目録掲載
中国：城市档案館・房産土地管理局所蔵資料

＋既往研究確認
日本：日本＋海外資料調査

b)遺構調査：悉皆調査
市街地中心に歩いて現存建築物確認

現地担当者＋日本側研究者の共同作業
建物情報(建物名称・所在地・建築年

・設計者・施工者など)収集
⇒リスト作成＋所在地明示地図作成

＋重要物件の実測調査
c)聞き取り調査：

文献調査で不明な部分を補足→困難
→特徴と編年の記述

ⅲ）総覧掲載情報
調査概要・論文
物件リスト
物件所在地図
調査表
実測調査報告
文献目録



(3)中国近代建築総覧
⑤ハルビン調査の経過〔その2〕
ⅰ）予定：

開始：1988年10月協定調印⇒ハルビンは180棟を目安
打ち合わせ：1989年4～5月／9月の2回予定
終了：1989年9月頃

ⅱ）実際の進行状況
1988年10月－1989年4月：悉皆調査順調＋実測物件候補確定
1989年5月：第1回打ち合わせ：調査物件確定＋実測物件確定

＋報告・論文議論⇒2本(年代・用途＋様式・構造)
→アール・ヌーヴォー＋中華バロックに特に注目



(3)中国近代建築総覧
⑤ハルビン調査の経過〔その2〕
ⅱ）実際の進行状況

1989年5月：第1回打ち合わせ：調査物件確定＋実測物件確定
＋報告・論文議論⇒2本(年代・用途＋様式・構造)
→アール・ヌーヴォー＋中華バロックに特に注目

1989年6月：調査中断〔大学混乱〕←天安門事件
⇒調査期間1年延長

1989年7月：ハルビンで実測調査



(3)中国近代建築総覧の場合
⑥調査内容の確認〔その１〕

ⅰ）1989年9月：第2回打ち合わせ
調査表確認：213枚全部確認
文献情報交換：日本側情報を提供

←天安門事件

The album of construction of process CER



⑦中国近代建築調査表（ハルビン）での問題〔その１〕

ⅰ）旧名称（竣工時）の確認
⇒原語表記優先

ⅱ）構造表記の確認
⇒磚木／磚混

ⅲ）情報根拠明示
ⅳ）写真貼付



(3)中国近代建築総覧
⑧調査内容の確認〔その２〕と編集

ⅰ）1990年5月：第3回打ち合わせ＋物件確認
成果物(調査表など)受け取り→北京→東京(1990.7)

ⅱ）1991年9‐12月：『中国近代建築総覧ハルビン編』編集
ⅲ）1992年2月：『中国近代建築総覧ハルビン編』発行



『中国近代建築ハルビン編』
ハルビン近代建築概説：侯幼彬＋劉松茯
ハルビン近代建築の特色：西澤泰彦
実測報告：劉松茯
ハルビン近代建築分布図(下図)
ハルビン近代建築調査表（右図)
ハルビン近代建築資料目録



調査・
分析

体系化・
編年化



(3)中国近代建築史総覧
⑨ハルビン調査で得たこと
ⅰ）新たな情報の確認：1920年代のアール・ヌーヴォー＋中華バロック
ⅱ）意見交換による結論：半世紀の間に多種多様な建築が出現

⇒アール・ヌーヴォー建築は一例
⇒西澤：アール・ヌーヴォー建築の位置付け(1990.10)
⇒『中国建築史』(第4版/2004)に引用/文化財指定

ⅲ）評価の視点の多様化：外観＋様式・意匠中心
⇒中央大街(旧キタイスカヤ)の建物評価
⇒建物の市街地における存在意義＋社会的役割

＋地域や国家の近代化との関係
⇒アール・ヌーヴォー／中華バロックの評価
⇒劉松茯：博士論文執筆＋刊行

西澤：「建物を褒める」
＋『図説「満洲」都市物語』など刊行

ⅳ）調査方法の確認：悉皆調査＋抽出調査
ⅴ）意思疎通の重要性：「あなたの話を全て聞きます」



『中国建築史』（第5版）
（中国建築工業出版社、2004年）
に記載されたアール･ヌーヴォーの評価

The evaluation of art nouveau architecture in
 Harbin written in the book “History of Chinese
Architecture” published in 2004



(4)中国近代建築総覧刊行後の影響
①建築史研究の進展

ⅰ）近代建築史研究の進展 ⅱ）建物に即した研究の進展
ⅲ）研究者の交流拡大と研究者数の急増
ⅳ）研究水準の向上 ⅴ）研究対象の拡大
ⅵ）個別テーマによる学術集会の開催

②文化財指定の進展
ⅰ）近代建築の評価に基く文化財指定
ⅱ）一点名物主義からの脱却

③都市再生での活用
ⅰ）指定文化財の積極的活用

ハルビン：Ⅰ類・Ⅱ類・Ⅲ類→Ⅲ類（外壁保存）の積極的活用
ⅱ）指定制度の多様化：

瀋陽：不可移動文物
④想定外の展開：ブランド化

ⅰ）21世紀の
アール・ヌーヴォー建築

ⅱ）中華巴洛克
歴史文化保護街区
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(4)中国近代建築総覧刊行の影響

①建築史研究の進展：ⅰ）近代建築史研究の進展 ⅱ）建物に即した研究の進展

具体例１）大学教科書『中国建築史』(第1版1979年)の変遷
第1版(1979)＋第2版（1983)：文革前の『中国建築史』に近代を加筆

第一編中国古代建築：都市・宮殿・宗教・住宅・庭園・技術
第二編中国近代建築：都市・工業・住宅・公共・技術・思想・革命拠点

第4版(2000)＋第5版(2003)＋第6版(2009)：近代建築再編・現代追加
第一編古代建築＋第二編近代建築＋第三編現代建築
第二編：都市・類型と技術・制度と教育と設計組織・形式と思想

1986年以降の
研究成果反映
①体系化
②学術化

第5版 第6版第2版



①建築史研究の進展
具体例１）大学教科書『中国建築史』(第1版1979年)の変遷
1986年以降の研究成果反映←中国近代建築史研究会＋総覧調査

第2版(1983) 第5版(2003)

建物用途（工業・住宅・公共施設・
革命拠点）ごとの記述

用途・機能と技術の関係

思想の重視 技術・教育・制度・組織の重要性

社会思想・制度に影響を受けた
記述：「半封建半植民地」に連動
した記載＋革命拠点

「建築学」に依拠した記述：都市と
建物、建物そのもの記述、革命拠
点の削除

「風格」重視・論拠あいまい
既往研究の重視：中国近代建築
史研究討論会論文集の活用

『中国建築史』第2版と第5版の比較

体
系
化

学
術
化



「第十三章 建築制度、建築教育与建築設計機構」『中国建築史』第5版、366頁の一部分

学術化の例：学術論文からの引用



「第十四章 建築形式与建築思潮」『中国建築史』第5版、385頁の一部分

学術化の例：学術論文からの引用



(4)中国近代建築総覧刊行の影響
①建築史研究の進展：中国建築学会(1954年設立)における新組織

1997年近代建築史学術委員会設立→学術活動の組織的保証
⇒1998年より論文集『中国近代建築研究与保存』編集担当

→採否制度：中国近代建築史研究討論会の論文掲載の採否
＋発表の採否

→研究討論会で論文集発行(第6号2008年から)



(4)中国近代建築総覧刊行の影響
①建築史研究の進展
ⅳ）研究水準の向上：1986年/2012年研究会比較〔掲載論文16→83〕

1986年：建物の印象＋伝聞＋観念的論述が多数
2012年：実測調査、文献調査に基づく論文増加

ⅴ）研究対象の拡大： 1986年/2012年研究会比較
1986年：著名建築紹介→「風格」(外観の印象)

各都市の概要→都市の歴史＋建物無関係
2012年：俯瞰的視点による変遷←個別研究の成果活用

個別建築の評価
←実測・文献調査に依拠

建築技術・構造、建築家
＋保存再生

←社会的要請
⇒個別テーマによる学術集会の開催（後述）

例1：工業遺産研究討論会
例2：近代建築技術史研究討論会



(4)中国近代建築総覧刊行の影響
例：第14回中国近代建築史学術年会(2014/7/12-13、貴陽)

投稿論文69編→全部採択
内容：建築技術、保存再生に関する論文増加
ⅰ）建築技術：「風格」重視からの脱却

→学問体系変化、社会的要請
ⅱ）保存再生：大規模再開発への対応＋歴史断絶の回避
新概念提示：「西洋」と「伝統」の相克を認識
ⅰ）「近代化概念」再考：「近代化」≒「西洋化」＋「本土化」

「本土化」＝各地方で伝統の上に成立していく状況
←中国に地域差があることを前提、「中国化」とは言わず。

ⅱ）地域差の再認識：沿海部と内陸部の差異、「中央」「辺境」の差異
ⅲ）工業遺産の評価：産業構造変化による再開発への対応
ⅳ）保存再生の評価：場当たり的保存に対する問題提起

⇒総括討論での指摘
ⅰ）研究視点の複眼化：≪人有一双眼，同时能看远近≫

ⅱ）短絡的分析の排除：建築を総合的に評価
ⅲ）「学風」：研究者の個性ある研究の確立
ⅳ）技術史分野の研究促進



奉天省諮議局/1907？

「本土化」を考える題材

瀋陽天主教堂/1878・1912

東三省総督衙門/1905？



2018年7月西安で開催された
第16回中国近代建築史学術年会の立看板



感想
1）建筑技术研究增加。进入新阶段。以后，看当时人员的想办
法或找窍门的内容和探索采用这些想办的理由。

2）研究保护理论也进入新阶段。基本上的保护理论和办法确立
了。先调查，评价，按评价保护。
现在，对大家提问。一座建筑物的历史不是竣工的时间，从竣
工到现在的建筑物的变化也是它的历史。
无论保护竣工时的样式，平面，结构，同时看从竣工后的变化。

3）个别研究和全体的关系。个别建筑物的研究越来越多了。
下来的新阶段，对各个建筑物的研究给历史上的位置。

4）形态研究的新阶段。按建筑形态比较研究时，根据形态分析
能指示形态上的类似。但是对它们的关系很难说。
用其他资料明确它们的形态关系。

5）遵守发表时间。这是也发表能力之一。

祝贺学术年会成功！
谢谢大家

20180715在西安 西泽泰彦



感想
1）建築技術に関する研究が増加しているので、新段階に入った。
以後、建物建設に関わった当時の人々の考え方や設計内容を深く
探求する必要あり。

2）建築保存理論の研究も新しい段階に入った。保存理論と方法は
既に確立している。それは、まず調査をおこない、建物を評価し、そ
れに基づいて保存していくことである。ただし、建物の歴史は建築
家庭の歴史だけでなく、竣工から現在までも歴史である。その間の
建物の変容も評価の対象とすべきである。

3）個別の建物の研究と全体の関係も考えり必要あり。個別研究は
増えてきているが、次の段階は総合的な研究である。

4）形態研究も新しい段階である。ただし、形態の比較研究は、具体
的な形態をきちんと示しておこなうべき。

5）発表時間を守ること。

20180715在西安 西泽泰彦

54/64



(4)中国近代建築総覧刊行の影響
①建築史研究の進展
ⅵ）個別テーマによる学術集会の開催
a)中国工業遺産建築国際学術研究討論会

2008年7月中国近代建築史国際研究討論会にて提案
→2008年12月福州大学にて開催
主催：中国建築学会近代建築史学術委員会＋中国文化遺産研究院
目的：工業建築遺産の再評価＋保存再生促進

b)2013近代建築技術史国際学術討論会
2013年8月北京・清華大学にて開催
主催：中国建築学会近代建築史学術委員会＋清華大学
目的：近代建築技術史研究促進＋近代建築保存再生促進

c)保存再生に関する各地での学術集会←保存再生＋世界遺産
例1：第二回歴史建築遺産保護と持続的発展に関する国際会議

2010年9月天津
例2：2011東北アジア建築文化遺産国際研究討論会

2011年9月ハルビン工業大学



(4)中国近代建築総覧刊行の影響
ⅵ）個別テーマによる学術集会の開催
b)2013近代建築技術史国際学術討論会

2013年8月北京・清華大学にて開催
主催：中国建築学会近代建築史学術委員会

＋清華大学
目的：近代建築技術史研究促進

＋近代建築保存再生促進
←技術史研究が手薄という反省

内容：構造形式と材料、構造形式と形態を
論じる論文多数 例：トラスの形態分析

⇒構造理論理解不足により論理性欠如、
「風格」論の悪影響＋建築教育問題



结语 浓尾地震的影响与抗震研究的开始

1）冷静地分析地震被害实况
      不仅砖结构也推进木结构建筑
     的抗震

2）建筑被害调查成为以后
地震被害调查的起点

持续到今日

3）震灾预防调查会《事业纲要》
今天抗震研究的框架和方向

演讲完了，谢谢大家
本论文为日本学术振兴会科学研究辅助金·
基盘研究C（课题番号25420667）成果的一部分。
感谢东京大学生产技术研究所包慕萍博士的翻译。  

4）1915年佐野利器发表
“房屋抗震结构论”

     地震力=房屋重量×0.3
               [应用牛顿力学]

今天日本抗震
理论的基础

浓尾地震之后建筑界对策的学术成果

科学手法

建筑历史学者应该再看先人们的
抗震研究，再评价，学习想法。

建築史研究者は先人たちがおこなった耐震研究
を再確認し、それを再評価し、その考え方を学ぶ
べきである。

結論 濃尾地震の影響と
耐震研究の開始



(4)中国近代建築総覧刊行の影響
②文化財指定の進展

ⅰ）近代建築の評価に基く文化財指定
⇒租界などに建てられた外国人建築家設計の建物の再評価
例1：Aster House（上海） Modern Hotel（哈爾賓） 奉天ヤマトホテル（瀋陽）

ⅱ）一点名物主義からの脱却
多様な文化財指定方法の確立

上海市：優秀歴史建築
⇒文化財指定とは区別

ハルビン市：
保護建築Ⅰ類、Ⅱ類、Ⅲ類

上海市優秀歴史建築(1999) 黒竜江省文物(1999) 全国重点文物(2013)



(4)中国近代建築総覧刊行の影響
③都市再生での活用
ⅰ）指定文化財の積極的活用

ハルビン：Ⅰ類・Ⅱ類・Ⅲ類→Ⅲ類（外壁保存）の積極的活用



(4)中国近代建築総覧刊行の影響
③都市再生での活用

ⅱ）指定制度の多様化：
瀋陽：不可移動文物



カフェ・ミニアチュール(1927年竣工)
左：2009年撮影 右：2012年撮影

1927年の立面
2009年の側面 2012年の側面

④想定外の展開（１）：21世紀のアール・ヌーヴォー



④想定外の展開(2) 中華バロック街の再生

中華巴洛克建築(1985年の造語）；
何となくバロック建築に似ている→詳細は中国建築の意匠

⇒都市の繁華街に出現

1995年増田彰久撮影



④想定外の展開（２）；
中華バロック街の再生

上：1990年撮影
下：2009年撮影

中華バロック建築の
ブランド化



(5)「総覧」が残したもの

①新たな調査研究を誘発

②文化財建造物の概念拡大

③地域での文化財保護の啓発

④歴史まちづくり/地域再生の起点

近代和風調査/近代化遺産調査 教科書書き換え/研究会定例化

伝統的建築とは異なる建築への評価

「身近な文化財」の誕生

歴史的建造物の再生活用⇒地域再生
弊害：適当な活用＋観光資源に偏る評価

『日本近代建築総覧』 『中国近代建築総覧』

擬洋風建築
近代和風建築
土木構造物

新芸術運動
中華巴洛克
擬華風建築
擬洋風建築

両方に関わって40年、いい経験といい出会いがあり、幸せでした。皆さんに感謝します。
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